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概要．グループテストは，複数の血液を混ぜて検査を行う血液検査の手法である．検査

回数の削滅を主な目的とする．ランダム射影を用いた血液混合を行った場合などの手法の

性能や，推定アルゴリズムについて紹介する．グループテストに関連する問題である最小

頂点被覆問題なども交えて，非適応型グループテストについて議論する．
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Abstract. Group testing has been introduced into blood testing. In group testing,

test subjects are devided into several disjoint groups and test the blended blood of test

subjects in each group. We here introduce performance of group testing based on a random

projection and some basic estimate algorithms. We discuss non-adaptive group testing and

the minimum vertex cover problem as a topis that corresponds to group testing.

グループテストは，Dorfman によって提案された複数の血液を混ぜて検査を行う血液検

査の手法であり，検査回数を削減することを主な目的とする [1]. 遺伝子解析のスクリー

ニング実験 (多くの塩基列の中に特定の塩基列が含まれるかどうかを調べる実験) など，

検査コストの大きい問題に対して有効であると期待されており，これまでにいろいろな検

査方法とそれらの性能の評価について議論されている [2-5].

グループテストでは，血液を個別に検査して陽性かどうかを判断するのではなく，複数

の血液をいくつかにグループ分けしておいて，グループの血液を全て混ぜておいてグルー

プ毎に検査を行う．あるグループが陰性なら，そのグループ内の検査対象が陰性とわか

る．また，あるグループが陽性なら，そのグループに含まれる検査対象のうち少なくとも

ひとつが陽性であるとわかる．これら結果を組み合わせることによって，個々の検査対象

の検査結果を推定する．図 1にグループテストの簡単な例を示す．上段は検査対象を，下

段はプールと呼ばれる混合した血液をそれぞれ表す．また，実線はどの検査対象の血液が

どのプールに入っているかを示している．陽性のプールに血液を混ぜた検査対象が陽性の

可能性があるが，そのうち陰性のプールに血液を混ぜた検査対称は陰性であることから推
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Fig. 1 グループテスト．黒は陽性を，白は陰性を表す．実線は検査対象の血液がどの

プールに入っているかを表す．下段のプールの検査結果から，上段が検査対象の個別の

検査結果を推定できる．

定ができる．

グループテストは，大きく適応型と非適応型に分類される．適応型は，それまでのグ

ループテストの結果を得てから，改めてグループ分けを行って検査を繰り返すものであ

る．非適応型は，全てのプールを予め全て決めておくものである．適応型は，グループ分

けに使うことのできる情報が多いため一般に検査回数を非適応型よりも減らすことができ

る．一方，非適応型では，グループ分けを最初に決めて変更しないため，同時に全ての検

査を行うことができる．

本発表では，非適応型グループテストについて，負欲法や線形計画法に基づく推定法や

性能評価を紹介して，非適応型グループテストに関連する最小頂点被覆問題なども交えて

議論する．
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